
　
茶
色
に
色
づ
く
街
路
樹
。
大
き
な

園
庭
で
自
分
た
ち
が
育
て
た
さ
つ
ま

芋
を
焼
き
芋
に
し
て
、
美
味
し
そ
う

に
ほ
お
ば
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
美

味
し
い
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

保
育
士
の
村
山
咲
さ
ん
が
勤
め
る
つ

く
し
ん
ぼ
保
育
園
は
群
馬
県
藤
岡
市

に
あ
り
ま
す
。

　
「
ア
イ
ヌ
の
踊
り
、
沖
縄
の
エ
イ

サ
ー
、
岩
手
の
し
し
踊
り
な
ど
様
々

な
文
化
を
伝
え
る
中
で
多
様
性
を
育

む
保
育
実
践
に
が
ん
ば
る
こ
の
保
育

園
が
好
き
。
民
舞
の
研
修
は
本
当
に

楽
し
く
っ
て
、
も
っ
と
知
り
た
い
、
伝

え
た
く
な
る
。
や
り
甲
斐
と
誇
り
を

も
っ
て
働
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
」

　
給
与
と
い
え
ば
、
住
宅
手
当
２
万

円
込
み
で
手
取
り
月
14
万
円
程
度
。

年
間
一
時
金
が
５
カ
月
位
あ
っ
て

「
何
と
か
一
人
暮
ら
し
を
や
っ
て
い

る
」
と
言
い
ま
す
。
「
自
分
の
時

間
が
無
い
と
物
欲
も
な
く
な
る
。
服

も
ほ
し
い
と
思
わ
な
く
な
る
ア
ハ
ハ

…
！
」
「
友
達
づ
き
あ
い
も
減
っ
て
、

　
村
山
さ
ん
は
、
学
童
保
育
の
指
導

や
り
が
い
と
裏
腹
の
生
活

休
み
が
取
れ
な
い

低
い
賃
金
で
人
手
不
足

友
達
づ
き
あ
い
も
減
っ
て

労
働
組
合
が
あ
る
か
ら

改
善
し
て
い
け
る

2019
国民春闘
スローガン

かちとろう　大幅賃金引き上げ、8時間働いて人間らしく暮らせる社会
とめよう　　安倍9条改憲、消費税増税
職場と地域からの共同のたたかいで、未来を切り拓こう

村
山 

咲
さん

福
祉
保
育
労 

つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
分
会

社
会
や
政
治
へ
の
関
心
も
薄
れ
る
」
。

や
り
た
い
保
育
実
践
と
生
活
の
狭
間

で
心
が
揺
れ
ま
す
。

　
福
祉
保
育
労
の
職
場
分
会
で
執
行

委
員
の
村
山
さ
ん
。
19
国
民
春
闘
の

要
求
づ
く
り
で
は
、
「
給
与
が
低
い
。

休
日
が
ほ
し
い
。
事
務
仕
事
が
多
す

ぎ
る
。
人
手
が
足
り
な
い
」
な
ど
声

が
あ
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ
ー
ト

の
同
僚
の
声
も
聞
い
て
、
さ
ら
に
絞

り
込
み
、
団
体
交
渉
に
つ
な
げ
る
と

話
し
ま
す
。
こ
の
間
は
ス
ト
ラ
イ
キ

行
動
も
や
っ
て
、
一
昨
年
は
「
父
母

懇
談
会
の
手
当
」
、
昨
年
は
「
運
営

委
員
会
の
昼
間
開
催
」
に
改
善
さ
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、昨
年
は
が
ん
ば
っ

て
き
た
社
会
的
な
運
動
で
保
育
士
処

遇
改
善
が
あ
り
「
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
け
ど
、
自
分
も
月
１
万
円
く
ら
い
、

給
与
が
上
が
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

と
聞
き
、
「
権
利
や
働
き
方
を
学
び
、

情
報
を
得
て
、
愚
痴
を
言
い
な
が

ら
、
自
分
を
犠
牲
に
し
な
い
働
き
方

に
一
つ
ひ
と
つ
で
も
改
善
し
て
い
け
る

の
は
労
働
組
合
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

う
」
と
話
し
ま
す
。

　
福
祉
保
育
労
働
組
合
に
よ
れ
ば
、

保
育
士
の
給
与
は
全
産
業
平
均
か
ら

月
10
万
円
低
い
水
準
。
平
均
の
勤
続

年
数
は
８
年
と
短
い
。
低
い
人
員
基

準
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
「
身
体

の
丈
夫
な
人
、
家
族
的
条
件
の
あ
る

人
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
村
山
さ
ん
は

語
り
ま
す
。
「
生
活
と
や
り
た
い
保

育
を
両
立
さ
せ
ら
れ
る
職
場
に
し
た

い
」
。
村
山
さ
ん
の
19
国
民
春
闘
は

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
近
く
の
労
働
組
合
の
な
い
保
育
園

で
は
、「
休
み
が
今
年
は
ま
だ
27
日
」

労働組合と
19国民春闘で

　 一歩でも

生活とやりたい保育
両立させたい

8月給与
基本給
各種手当

住宅手当

　　　　　
支給計

健康保険料
他

その他の控
除

　　　　　
控除計

支給額

165,200
7,425
20,000

192,625
42,447
10,176
52,623

140,002

員
か
ら
保
育
士
に
転
職
し
て
４
年
目
。

仕
事
の
や
り
が
い
と
は
裏
腹
に
「
自

分
の
生
活
と
な
る
と
目
も
当
て
ら
れ

な
い
」
と
言
い
ま
す
。
朝
８
時
に
は

職
場
に
来
て
、
記
録
や
事
務
作
業
を

終
え
て
帰
る
の
は
夜
８
時
～
10
時
。

家
に
帰
る
と
そ
の
ま
ま
倒
れ
込
み
、

持
ち
帰
り
の
仕
事
を
片
付
け
る
。
土

日
は
行
事
の
準
備
や
下
見
、
会
議
や

研
修
、
動
物
の
餌
や
り
、
日
直
な
ど
、

自
分
の
記
録
で
は
昨
年
の
完
休
は
68

日
。
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
生
活
と
身
体
を
酷
使
す
る
」
現
実

で
す
。

「
自
分
の
生
活
と
な
る
と

  

目
も
当
て
ら
れ
な
い
」
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　今年は日本全体の製造業が忙しく
なっている影響で会社の業績も好調
です。ですが会社の業績が良い分、
私達の仕事も忙しく大変です。そん
な状況でもなんとか仕事を頑張って
きたので19春闘ではベースアップを
最も強く要求していきます。ＪＭＩ
ＴＵの組合員だけではなく第二組合
の組合員も巻き込んで要求していき
たいです。

JMITU
愛知地方本部
川本製作所支部

本吉真宙さん

仕事にみあった賃金を
みんなで要求

　青年教職員は、多忙な学校現場で
長時間過密労働やハラスメントに苦
しんでいます。教職員を増やし、だ
れもが働きやすい職場をつくること
が重要な要求です。アンケートで声
を集め、文科省との交渉で定数増と
ハラスメントの解消を要求していき
ます。私たちが安心して働き続けら
れる学校は、子どもたちにとっても
良い学校です。

全日本教職員
組合

市塚絢子さん

だれもが働きやすい
職場をつくりたい

　
国
民
春
闘
は
、賃
金
や
労

働
条
件
向
上
の
要
求
を
か
か

げ
、統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
や
全

国
的
な
統
一
行
動
を
力
に
労

使
交
渉
で
実
現
さ
せ
て
、そ

の
成
果
を
全
国
の
労
働
者

に
波
及
さ
せ
る
た
た
か
い
で

す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

や
産
別
が
統
一
要
求
を
か
か

げ
、全
組
合
員
参
加
と
地
域

の
団
結
で
た
た
か
う
こ
と
で

多
く
の
前
進
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
た
。

　
春
は
国
会
で
も
予
算
や
重

要
法
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
の
下
で
実
質
賃
金

は
５
％
も
低
下
、長
時
間
労

働
、た
だ
働
き
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
低
賃

金
・
不
安
定
雇
用
の
非
正
規

労
働
者
が
増
加
し
続
け
て
い

ま
す
。
一
方
、企
業
の
内
部

留
保
は
４
２
５
兆
円
に
達

し
、第
二
次
安
倍
政
権
以
降

に
約
３
割
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
倍
政
権
は
「
憲
法
改

正
に
い
よ
い
よ
挑
戦
し
、新

し
い
国
造
り
に
挑
ん
で
い

く
」
と
改
憲
に
固
執
し
て
い

ま
す
。
今
春
闘
中
に
も
改

憲
発
議
か
ら
国
民
投
票
へ
と

な
だ
れ
込
も
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
「
全
世
代
型
社
会

保
障
の
推
進
を
図
る
」
と

し
て
、
消
費
税
10
％
へ
の

引
き
上
げ
を
予
定
通
り

２
０
１
９
年
10
月
に
行
う

と
宣
言
し
ま
し
た
。
過
労
死

ラ
イ
ン
の
残
業
月
１
０
０
時

間
未
満
の
合
法
化
、高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
な

ど
の
労
働
法
の
規
制
緩
和
も

強
行
し
て
い
ま
す
。
人
権
無

視
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度

を
放
置
し
た
ま
ま
、拙
速
に

入
管
法
の
改
正
を
は
か
り
、

外
国
人
を
低
賃
金
の
ま
ま
人

手
不
足
の
穴
埋
め
に
使
お
う

と
も
し
て
い
ま
す
。

統
一
行
動
へ
の

全
組
合
員
参
加
を

　
19
国
民
春
闘
の
最
大
の
山

場
は
、3
月
13
日
の
回
答
指

定
日
、14
日
の
全
国
統
一
行

動
日
で
す
。
ま
た
、統
一
地

方
選
挙（
４
月
）、参
議
院
選

挙（
７
月
頃
）が
あ
り
ま
す
。

職
場
か
ら
要
求
の
練
り
上

げ
、要
求
提
出
、ス
ト
ラ
イ
キ

の
配
置
、粘
り
強
い
団
体
交

渉
の
実
施
な
ど
労
働
組
合
の

原
則
的
な
取
り
組
み
の
徹
底

が
大
切
で
す
。
地
域
総
行
動

や
産
別
統
一
行
動
な
ど
へ
の

全
組
合
員
の
結
集
を
強
め
る

こ
と
、要
求
と
運
動
の
見
え

る
化
、一
組
合
員
一
行
動
を

す
す
め
ま
す
。
運
動
の
意
義

と
成
果
を
職
場
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
職
場
活

動
の
強
化
と
活
性
化
を
す
す

め
ま
す
。

要
求
実
現
へ

強
く
大
き
な
組
合
を

　
「
８
時
間
働
け
ば
平
和
に

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
」
社

会
と
職
場
を
実
現
す
る
19

春
闘
の
展
望
は
、社
会
的
な

世
論
を
背
景
と
し
た
賃
金
闘

争
を
展
開
し
、労
働
者
の
生

活
を
守
り
経
済
の
好
循
環
の

た
め
に
「
大
幅
賃
上
げ
が
必

要
」
と
の
声
を
職
場
の
内
外

で
世
論
に
す
る
こ
と
、労
働

組
合
が
強
く
大
き
く
な
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、安
倍
政
権
を
退

陣
に
追
い
込
み
改
憲
策
動
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
19
春
闘
の
前
進
に
向

け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

大
幅
賃
上
げ・

長
時
間
労
働
是
正
、

改
憲
ス
ト
ッ
プ
の
実
現
を

社
会
的
賃
金
闘
争
の

前
進
で
展
望
を
開
く

春闘方針
（案）

ダイジェ
スト

2019年
国民春闘

消費税上げるな ！ 賃金上げろ！　憲法変えるな！ 政治変えろ！
当事者の声で、世論を動かす春闘に

　「日勤は4日続くと限界」「多少きつ
くても夜勤の方が良い」命を救う医
療現場では深刻な人手不足と長時
間労働が増々強まり過労死も起きて
います。生活と生命を守る春闘が今
求められています。現場で起きてい
る事実は誰も否定できません。36協
定遵守と特別条項撤廃を要求に労
働者が主役の団体交渉、屋外集会を
実施したたかっていきたいです。

日本医労連
北海道勤医労

伊藤賢太さん

労働者が主役の団体交渉で
たたかいます

　アベ政治のもとで生活がますます
悪化（雇用の不安定化、社会保障改
悪など）する中での19春闘は、賃金・
最賃引き上げの要求を中心に取り組
みたいです。兵庫の自治体すべてに
最賃請願を出すことに今春闘は挑戦
します。
　職場では「全組合員が春闘の取り
組みに関わること」にこだわり、19春
闘を勝利したいですね。

兵庫労連

土井直樹さん

全組合員が春闘に
取り組み、勝利したい

　共立社では慢性的な人員不足で
す。パート職員の一時金を繰り入れ
た時給にしましたが、あまり応募は
来ていません。また、入社しても長
く続かない現状です。原因は運営と
若手職員の低賃金です。19年春闘の
要求は生活できる賃金アップです。
　アンケートを基に、執行委員会で
意見を出し合いベースアップに向け
て頑張ります。

生協労連
共立社労組
竹田佳代さん

生活できる賃金
アップを求めます 19

春
闘

コ
コ
に
期
待
し
ま
す

　
五
つ
目
は
、
１
５
０
万
全
労
連
の
実
現
め
ざ
す
「
組
織

拡
大
新
４
カ
年
計
画
」
の
推
進
で
す
。
要
求
実
現
の
最
大

の
力
は
当
事
者
が
声
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
労
働
組
合
の

要
求
と
運
動
の
見
え
る
化
を
は
か
り
、新
入
職
員
の
加
入

促
進
、非
正
規
労
働
者
の
無
期
雇
用
転
換
、長
時
間
労
働

の
是
正
な
ど
切
実
な
要
求
と
組
織
拡
大
を
結
合
さ
せ
て
未

組
織
労
働
者
の
組
織
化
、労
働
組
合
の
新
結
成
へ
と
結
び

ま
す
。19
国
民
春
闘
で
全
労
連
は
強
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

要
求
と
組
織
拡
大
の
結
合

　
三
つ
目
に
は
、安
倍
改
憲
を
許
さ
ず
、改
憲
策
動
と
戦

争
す
る
国
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
総
力
を
あ

げ
ま
す
。
19
春
闘
が
改
憲
発
議
さ
せ
な
い
最
大
の
山
場

で
す
。「
安
倍
９
条
改
憲
さ
せ
な
い
」
の
一
点
で
の
共
同

を
広
げ
、
３
０
０
０
万
人
署
名
を
さ
ら
に
広
げ
ま
す
。
沖

縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
断
念
、核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
、安
倍
「
教
育
再
生
」
反
対
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
た
め
、安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い
市
民
と
野
党
共
闘
を

す
す
め
ま
す
。

改
憲
発
議
は
絶
対
さ
せ
な
い

　
二
つ
目
に
は
、ア
ベ
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
総
反
撃
と

職
場
で
の
交
渉
で
、改
悪
さ
れ
た
労
働
法
制
を
職
場
に
持

ち
込
ま
せ
ず
、真
に
「
労
働
者
の
た
め
の
働
き
方
改
革
」

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
職
場
で
は
、36
協
定
の
特
例
条

項
廃
止
な
ど
長
時
間
労
働
の
是
正
、社
会
問
題
化
す
る
人

手
不
足
の
解
消
を
求
め
て
た
た
か
い
ま
す
。
地
域
で
は
、

幅
広
い
仲
間
と
の
共
同
を
推
進
し
、労
働
法
制
の
改
善
を

求
め
ま
す
。

ア
ベ「
働
き
方
改
革
」に
総
反
撃

　
四
つ
目
は
、10
月
の
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
で
す
。

消
費
不
況
が
続
く
も
と
で
「
10
月
実
施
に
反
対
」
の
一
点

で
の
共
同
を
ひ
ろ
げ
中
止
を
め
ざ
し
ま
す
。「
社
会
保
障

財
源
の
た
め
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
削
ら
れ
る
ば
か
り
で

す
。低
所
得
者
ほ
ど
重
い
逆
進
性
が
消
費
税
の
本
質
で
す
。

食
品
の
複
数
税
率
、ポ
イ
ン
ト
還
元
で
は
対
策
に
な
り
ま

せ
ん
。
必
要
な
財
源
は
、大
軍
拡
を
や
め
、富
裕
層
や
大

企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
ま
す
。

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
反
対

　
一
つ
は
、賃
金
要
求
で
す
。
す
べ
て
の
労
働
者
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
で
実
質
賃
金
の
減
収
分
を
解
消
す
る
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
と
最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
の
社
会
的
賃
金

闘
争
で
賃
金
底
上
げ
を
め
ざ
し
ま
す
。
要
求
書
の
提
出
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
配
置
、団
体
交
渉
の
実
施
、統
一
行
動
へ
の

結
集
な
ど
、職
場
で
の
対
経
営
者
へ
の
賃
上
げ
交
渉
と
最

低
賃
金
引
き
上
げ
運
動
を
正
規
も
非
正
規
も
自
ら
の
課
題

と
し
て
た
た
か
う
春
闘
を
め
ざ
し
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
と
最
賃
闘
争
に
全
力

全労連の19春闘は、
５つの重点を構え
たたかいます。

　地域経済を疲弊させる原因のひとつが
「地域間格差」です。その格差をなくすた
めに、全労連では、地域最低賃金を定めた
最低賃金法を改正して、全国一律最低賃金
制を実現する大運動を、組織をあげて取り
組んでいます。

最賃アクションプランとは…

■ 落ち込み続ける家計消費支出（２人以上世帯・年額） ■ 広がり続ける最低賃金の地域間格差 ■ 内部留保と平均賃金
　  （資本金10億円以上、保険・金融業除く）

432
422420

437

143
228

98 07 15 16 2017年

313

403 425

347328

465
（万円） （

兆
円
）

保険・金融業を
入れると

内部留保

平均賃金

国民春闘白書より02 06 10 13 14 15 16 17 2018年

1000
（円）

800

600
10 11 12 13 14 15 16 17 2018年

（万円）
350

345

340

335

708

888

677

604
104円

985

761

224円最　高

最　低

総務省「家計調査」、２人以上世帯の実質消費支出より

348.3

339.6 

343.4

348.5 349.4 

344.8

338.6
339.6 339.6

消費税5％→8％に
東
日
本
大
震
災

統一要求
賃上げ要求（案）	 月額25,000円以上、時間額150円以上

最低賃金要求（案）	 時間額1,000円以上、日額8,000円以上、月額176,000円以上

底上げ要求（案）	 すべての働く人々の底上げを実現し、時給1,000円未満の人をなくす

時間外労働	 	 時間外労働の上限は、週15時間、月45時間、年360時間とすること

インターバル規制	 勤務時間インターバルは、24時間について11時間以上とすること
　　　　　　　　　　深夜勤務や変則勤務の場合は、労働時間を短縮すること



　
東
京
公
務
公
共
一
般
労
組
江
戸
川
動
物
園
分
会
は
、
２
０
１
２
年
２
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
は
１
９
８
３
年
に
開
園
し
た
東
京
都
江
戸
川
区
の

行ぎ
ょ
う

船せ
ん

公
園
に
あ
る
自
然
動
物
園
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ

た
翌
月
に
不
当
に
も
組
合
役
員
が
配
転
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
粘

り
強
い
取
り
組
み
で
、
職
場
復
帰
を
勝
ち
取
る
と
と
も
に
、
２
０
１
８
年
４

月
に
は
非
正
規
職
員
全
員
の
正
規
職
員
化
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
分
会
を
結
成
し
た
直
後
、
飼
育
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
組
合
役
員
が

不
当
配
転
と
な
り
、
配
転
無
効
を
求

め
る
た
た
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。
ビ

ラ
ま
き
や
労
働
委
員
会
へ
の
申
し
立

て
、
そ
の
後
の
裁
判
闘
争
と
立
て
続

け
の
た
た
か
い
に
心
が
折
れ
る
こ
と

も
。
し
か
し
、
「
も
っ
と
よ
い
動
物

園
に
し
た
い
」
「
専
門
性
の
高
い

飼
育
員
が
非
正
規
の
ま
ま
で
い
い
の

か
」
と
の
強
い
思
い
が
仲
間
の
心
を

奮
い
立
た
せ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
配
転
問
題
だ
け
訴
え
て

も
理
解
や
支
援
は
広
が
ら
な
い
」
と

気
づ
き
、
飼
育
員
の
仕
事
と
専
門

性
、
無
期
転
換
さ
せ
な
い
５
年
雇
い

止
め
問
題
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
Z
O
O

－

K
E
E
P
E
R
）
を

作
成
す
る
と
、
住
民
か
ら
「
非
正
規

だ
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。が
ん
ば
っ

て
」
と
声
援
や
署
名
が
届
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
９
月
に
東
京
都
労
働

委
員
会
で
救
済
命
令
、
10
月
に
は
地

裁
で
勝
利
判
決
、
翌
年
３
月
に
は
高

裁
で
も
勝
訴
し
、
組
合
役
員
を
職
場

復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

　
専
門
性
の
高
い
飼
育
員
の
仕
事
で

す
が
、
江
戸
川
区
自
然
動
物
園
で
は

非
正
規
職
員
が
飼
育
員
の
９
割
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
上
部
団

体
・
自
治
労
連
を
通
じ
、
近
隣
の
公

立
動
物
園
に
お
け
る
非
正
規
率
を
調

査
し
ま
し
た
。
な
ん
と
驚
く
こ
と
に
、

専
門
性
高
い
飼
育
員

非
正
規
の
ま
ま
で
い
い
の
か

正
規
と
非
正
規
が
と
も
に

た
た
か
い
続
け
た
成
果

非
正
規
率
9
割
か
ら

雇
い
止
め
阻
止
、全
員
正
規
化
実
現

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
へ

粘
り
強
い
交
渉
と

地
域
へ
の
情
報
発
信

飼
育
員
の
専
門
性
訴
え

自治労連
東京公務公共一般労組
江戸川動物園分会

手を取り合って
要求実現
組 織 拡 大・強 化

自
分
た
ち
の
職
場
が
突
出
し
て
高
い

こ
と
に
愕
然
と
し
ま
す
。
当
然
、
賃

金
・
労
働
条
件
も
低
い
状
態
で
し
た
。

こ
う
し
て
財
団
当
局
と
の
交
渉
で
追

及
を
始
め
る
と
と
も
に
、
労
働
委
員

会
や
裁
判
闘
争
の
中
で
訴
え
る
こ
と

に
よ
り
、
区
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
２
０
１
６
年
で
５
年

経
過
し
た
職
員
の
雇
い
止
め
を
阻
止

し
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
す
べ
て

の
有
期
契
約
労
働
者
の
正
規
化
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　
公
務
公
共
一
般
労
組
の
松
崎
真
介

書
記
長
は
「
正
規
職
員
化
は
、
正
規

と
非
正
規
の
仲
間
が
固
く
手
を
取
っ

て
た
た
か
い
続
け
た
成
果
で
す
。
粘

り
強
い
交
渉
と
地
域
へ
の
情
報
発
信
、

全
国
の
動
物
園
労
組
の
協
力
、
地
域

か
ら
の
支
え
が
重
要
だ
っ
た
」
と
語

り
ま
す
。

　
職
場
で
は
、
労
働
組
合
と
し
て
住

民
と
動
物
の
た
め
に
人
員
体
制
の
充

実
や
職
場
改
善
を
求
め
て
取
り
組
む

決
意
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

国民春闘スケジュール19
１月　【闘争宣言・要求の確立期】
 　　 ８日　新春宣伝行動
　　11 日　単産・地方代表者会議
　　16 日　春闘闘争宣言行動（厚労省・経団連包囲行動）
　　23 日　労働法制討論交流集会
　　30 日　 19 国民春闘総決起集会（東京春闘共闘と共催）

２月　【要求の提出期】
　　　　　  地域総行動、各種訪問行動、地方議会要請など

３月　【要求実現期・交渉集中ゾーン】
 　　７日　 国民春闘要求決起集会（中

央行動）・銀座デモ
　　13 日　回答集中日
　　14日　全国統一行動日

４月　【回答引上げ期】
上旬・下旬　統一地方選挙

５月　【回答引上げ期・国民要求実現運動期】
　　 １日　第 90 回メーデー

６月　 【最低賃金引き上げ・公務労働者の賃
金引き上げ、地域間格差解消運動期】

　　下旬　 最低賃金・公務員賃金　中央行動
国会デモ

７月　【第３次最低賃金デー】
　　　　　参議院議員選挙

４2018年12月25日2019年国民春闘号外 （毎月15日発行　第3 種郵便物認可）




